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た横断的研究である。本文は序章に続き七章からなる。                   






(“Candour in English Fiction”)を出してフィクションの存在意義を説いた。本論文が扱う
のはこのエッセイ以降の小説である。                                      
  第１章では、小説『ダーバヴィル家のテス』(Tess of the d’Urbervilles, 1891) を取り上





ったという限界を指摘する。                                             













なった示唆であり、ハーディ自身の一つの到達点でもあることを示す。             
 第４章は、小説から詩に活動の主軸を移したハーディ晩年の表現者としてのあり方







力によって構成されたフィルターを通して「より深い現実」(“the deeper reality”) を映
じるという点で、両作品が形式の違いを超えて共通することを明らかにする。 





のペーソスを描き出し、寛容な見方を示している、とする。                         
第６章では、詩「繻子の靴」(“The Satin Shoes”)と「刻み込まれた文字」(“The       
Inscription”) における狂女を取り上げる。繻子の靴と真鍮の墓碑銘板は、女性たちを精
神的にも肉体的にも束縛し、狂気へと至らしめる装置である。また、19世紀英国女性作
家の文学的想像力を論じた古典的評論 『屋根裏の狂女』 (Gilbert and Gubar, The Mad-
woman in the Attic, 1979) を援用して、ハーディがそれらの象徴的イメージを用い、抑
圧された精神の投影としてヒロインたちを狂女として描きだしている、と指摘する。   
第７章では、バラッド詩「私の会った女」(“The Woman I Met”)と「教会のオルガン












においても描き続けた、と本論は結論づけている。                 
 
  























れるという結論につなげている。                                              
第二の意義は、本論文が従来の研究が等閑視してきた作品や作中人物に光をあて、
それらのハーディ文学における意義を示したことである。たとえば、第２章で取り上




上げられることのなかった『恋の霊』(The Well-Beloved, 1897) を取り上げ、ハー
ディが小説執筆の最後に、芸術家を主人公に据えたメタ的な作品を書いて、現実世界































について試問を行った結果、合格と認めた。                             
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表
に際しては、出版刊行上の支障がなくなるまでの間、当該論文の全文に代えてその内
容を要約したものとすることを認める。                               
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